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上の写真:太田ひがし幼稚園の元気な子ども達
左の写真: 《ちょっとみちくさ》「つばめの繁殖地」

だいせん

市議会だより

中仙地域の長野下川原の長沢信男さんの作業場に
つばめの巣が17個もあります。 毎年春には帰って
来て、 子育てをしてたくさんのつばめが巣立って
いきます。
長沢さんは奥さんと一緒につばめの成長を暖かく見
守ってくれています。
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第
２
回
定
例
会
６
月
４
日（
月
）～
６
月
20
日（
木
）17
日
間

人
　
事
　
案

　
▽
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
つ
き
意

　
　
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　（
全
会
一
致
で
同
意
）

・
中
沢
宏
哉
氏
（
神
岡
神
宮
寺
＝
新
任
）

・
佐
々
木
正
広
氏
（
南
外
上
野
＝
新
任
）

　
▽
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　
　（
全
会
一
致
で
同
意
）

・
富
樫
佳
典
氏
（
大
曲
東
川
＝
再
任
）

・
鈴
木
直
樹
氏
（
中
仙
長
野
＝
新
任
）

条
例
案
・
単
行
案

　

第
２
回（
６
月
）定
例
会
は
６
月
４
日
に
招
集
さ
れ
６
月
20
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

本
会
議
第
１
日
目
に
人
事
案
件
２
件
、
条
例
案
７
件
、
単
行
案
３
件
、
補
正
予
算
案
３
件
の
計

15
件
が
提
案
さ
れ
、
同
日
に
人
事
案
件
の
２
件
を
同
意
と
決
し
ま
し
た
。

　

第
２
日
目
と
３
日
目
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
６
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て
市
当

局
の
見
解
を
質た
だ

し
ま
し
た
。

　

第
４
日
目
の
最
終
日
に
は
２
件
の
人
事
案
が
追
加
提
案
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た
議
案
を
い
ず
れ
も

原
案
可
決
、
同
意
と
決
し
第
２
回
定
例
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
▽
大
仙
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
の
制
定
に
つ
い
て

　
　（
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
）

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
関
し
、
防
災
の

財
源
を
確
保
す
る
た
め
の
地
方
税
に
関
す
る
法
律

の
公
布
に
伴
い
所
要
の
改
定
を
行
う
も
の
。

　

個
人
市
民
税
に
つ
い
て
は
退
職
所
得
の
分
離

課
税
に
係
る
所
得
割
の
額
が
10
分
の
１
に
相
当

す
る
金
額
を
控
除
す
る
措
置
を
廃
止
す
る
も
の
。

平
成
25
年
１
月
１
日
施
行
。
ま
た
、
平
成
26
年

か
ら
平
成
35
年
ま
で
、
市
民
税
に
限
り
、
均
等

割
の
額
を
標
準
税
率
に
５
０
０
円
加
算
し
た
３
，

５
０
０
円
と
す
る
も
の
。

　

市
た
ば
こ
税
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
と
市

町
村
の
増
減
収
を
調
製
す
る
た
め
、
税
の
一
部

を
市
町
村
た
ば
こ
税
に
移
譲
す
る
も
の
、
旧
３

級
品
以
外
１
，
０
０
０
本
に
つ
き
４
，
６
１
８
円

を
５
，
２
６
２
円
に
、
旧
３
級
品
１
，
０
０
０
本

に
つ
き
２
，
１
９
０
円
を
、
２
，
４
９
５
円
に
す

る
も
の
、
平
成
25
年
４
月
１
日
施
行
。

　
▽
反
対
討※

１

論
　【
佐
藤
文
子
議
員
】

　
　【
反
対
理
由
】

　
大
仙
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
は
、
復
興
を
大
義
名
分
と
し
て
法
人

　
▽
大
仙
市
世
代
交
流
福
祉
施
設
条
例
の
一
部

　
　
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　（
全
会
一
致
で
原
案
可
決
）

　
同
施
設
の
管
理
運
営
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ

る
に
当
た
り
、
水
沢
世
代
交
流
福
祉
館
及
び
中
淀
川

世
代
交
流
福
祉
館
の
利
用
料
金
制
度
を
平
成
25
年
度

か
ら
導
入
す
る
た
め
の
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

　
▽
大
仙
市
簡
易
水
道
事
業
の
設
置
に
関
す
る
条

　
　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　（
全
会
一
致
で
原
案
可
決
）

　
西
仙
北
地
域
の
九
升
田
上
簡
易
水
道
及
び
九

升
田
下
小
規
模
水
道
に
つ
い
て
渇
水
期
の
水
源

枯
渇
、
降
雨
時
の
濁
り
水
等
に
よ
る
給
水
制
限

や
給
水
中
断
に
苦
慮
し
て
き
て
お
り
、
施
設
の

老
朽
化
も
著
し
い
こ
と
か
ら
、
九
升
田
地
区
を

公
営
の
強
首
地
区
簡
易
水
道
の
給
水
区
域
に
含

め
る
こ
と
と
す
る
も
の
。

　

拡
張
後
の
強
首
地
区
簡
易
水
道
の
概
要

①
計
画
給
水
人
口
１
，
２
１
５
人
（
う
ち
九
升

　

▽
大
仙
市
上
淀
川
エ
コ
対
策
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
の
制
定
に
つ
い
て

　
　（
全
会
一
致
で
原
案
可
決
）

　
同
セ
ン
タ
ー
の
管
理
及
び
運
営
に
つ
い
て
、
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
で
き
る
こ
と
と
す
る
た
め
、

必
要
な
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
所
要
の
規
定
の

整
備
を
行
う
も
の
、
施
行
期
日
は
公
布
の
日
。

　

▽
平
成
24
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
第
２
号
）

　
（
全
会
一
致
で
原
案
可
決
）

　
【
主
な
内
容
】

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
３
億
２
，
０
０
６

万
３
千
円
を
増
額
す
る
も
の
。

歳
入
▼
地
方
交
付
税
、
分
担
金
、
国
庫
補
助
金
、

県
補
助
金
、
繰
入
金
、
繰
越
金
、
市
債
等
の
増
額

補
正
と
国
庫
負
担
金
、
県
負
担
金
の
減
額
補
正
。

歳
出
▼
小
規
模
介
護
施
設
等
整
備
事
業
費
補

助
金
１
億
４
，
１
６
０
万
円
、
農
業
体
質
強
化

基
盤
整
備
事
業
費
６
，
７
０
０
万
円
、
青
年
就

農
給
付
金
事
業
３
，
０
０
０
万
円
、
医
療
給
付

扶
助
費
１
，
０
１
７
万
６
千
円
、
児
童
館
管
理

費
９
６
１
万
２
千
円
、
法
人
立
保
育
所
補
助
金

９
５
９
万
７
千
円
、
空
き
家
等
対
策
費
７
５
０
万

円
等
の
増
額
補
正
。
庁
舎
改
修
事
業
費
２
，

９
６
２
万
２
千
円
の
減
額
補
正
。

補 

正 

予 

算

　

田
地
区
１
７
５
人
）

②
計
画
１
日
最
大
給
水 

、
５
９
６
㎥
／
日　

　
（
う
ち
九
升
田
地
区
５
３
㎥
／
日
）

　
▽
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　（
全
会
一
致
で
同
意
）

　

冬
期
間
の
市
民
生
活
の
交
通
網
確
保
と
地
域
産

業
の
円
滑
な
活
動
推
進
を
図
る
た
め
、
除
雪
機
械

の
計
画
的
な
更
新
を
行
う
も
の
で
、
老
朽
化
に
よ

り
作
業
効
率
が
著
し
く
低
下
し
修
繕
費
が
増
加
し

て
い
る
除
雪
機
に
つ
い
て
更
新
を
お
こ
な
う
も
の
。

　

財
産
の
内
容
は
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
２
．
２
ｍ

級
１
台
、
取
得
金
額
は
２
，
０
８
５
万
３
千
円

税
の
大
幅
減
税
を
実
施
す
る
一
方
、
庶
民
に
は
増

税
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
低
所
得
者
や
被
災
者
を

含
め
個
人
住
民
税
の
均
等
割
の
引
き
上
げ
、
退
職

所
得
の
10
％
税
額
控
除
の
廃
止
に
は
賛
成
で
き
な

い
も
の
で
あ
り
、
反
対
討
論
と
す
る
。

17
件
の
議
案
と
１
件
の
請
願
を
議
決7

１
７



だいせん市議会だより　平 24.8３

　
４
月
26
日
開
催
の
平
成
24
年
度
第
２
回
臨
時

会
に
は
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
15
号
）
や
市
税
条
例
の
一
部
改
正
案
な
ど

専※
２

決
処
分
報
告
５
件
と
、
協
和
地
域
の
財
産
区

管
理
会
委
員
の
選
任
28
件
、
市
民
体
育
館
条
例

の
一
部
改
正
案
、
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ

と
に
つ
い
て
、
平
成
24
年
度
簡
易
水
道
事
業
特 

会
計
へ
の
繰
入
額
の
変
更
と
同
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）、
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
の
議
案
33
件
が
上
程
さ
れ
、
全
会
一
致

で
報
告
５
件
の
承
認
と
議
案
33
件
を
可
決
し
ま

し
た
。

　

専
決
処
分
報
告
の
う
ち
、
平
成
23
年
度
一 

会
計
補
正
予
算
（
第
15
号
）
は
、
基
金
の
積

立
や
事
業
費
の
確
定
に
伴
う
補
正
で
補
正
額

２
億
９
，
８
０
４
万
１
千
円
、
補
正
後
の
予
算

総
額
は
４
６
８
億
５
，
２
１
８
万
１
千
円
と
な

り
ま
す
。

　

市
民
体
育
館
条
例
の
一
部
改
正
は
、
西
仙
北

地
域
の
小
・
中
学
校
統
合
に
伴
い
廃
校
と
な
っ

た
旧
土
川
小
と
西
中
の
体
育
館
を
市
民
体
育
館

と
し
て
一
般
利
用
す
る
た
め
使
用
料
な
ど
を
規

定
す
る
も
の
で
す
。

　

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

市
が
管
理
す
る
水
道
の
止
水
栓
の
管
理
瑕
疵
に

よ
り
相
手
方
住
宅
に
与
え
た
損
害
を
賠
償
す
る

も
の
で
賠
償
額
は
１
１
５
万
９
，
９
２
６
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
は
、
４
月
３
日
～
４
日
の
暴
風
災

害
に
よ
る
被
害
対
策
が
主
な
も
の
で
、
補
正
額

　

▽
平
成
24
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
第
２
号
）

　
（
全
会
一
致
で
原
案
可
決
）

　
【
主
な
内
容
】

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
３
億
２
，
０
０
６

万
３
千
円
を
増
額
す
る
も
の
。

歳
入
▼
地
方
交
付
税
、
分
担
金
、
国
庫
補
助
金
、

県
補
助
金
、
繰
入
金
、
繰
越
金
、
市
債
等
の
増
額

補
正
と
国
庫
負
担
金
、
県
負
担
金
の
減
額
補
正
。

歳
出
▼
小
規
模
介
護
施
設
等
整
備
事
業
費
補

助
金
１
億
４
，
１
６
０
万
円
、
農
業
体
質
強
化

基
盤
整
備
事
業
費
６
，
７
０
０
万
円
、
青
年
就

農
給
付
金
事
業
３
，
０
０
０
万
円
、
医
療
給
付

扶
助
費
１
，
０
１
７
万
６
千
円
、
児
童
館
管
理

費
９
６
１
万
２
千
円
、
法
人
立
保
育
所
補
助
金

９
５
９
万
７
千
円
、
空
き
家
等
対
策
費
７
５
０
万

円
等
の
増
額
補
正
。
庁
舎
改
修
事
業
費
２
，

９
６
２
万
２
千
円
の
減
額
補
正
。

は
３
億
１
４
２
万
２
千
円
、
補
正
後
の
予
算
総

額
は
４
４
３
億
３
９
５
万
５
千
円
で
す
。
補
正

の
内
訳
は
、
暴
風
災
害
関
連
で
は
、
災
害
廃
棄

物
の
撤
去
及
び
処
分
に
係
る
災
害
応
急
対
策
費

１
億
３
１
２
万
円
、
農
業
用
ハ
ウ
ス
等
の
被
害

農
家
へ
の
特
別
見
舞
金
と
し
て
災
害
救
助
扶
助

費
６
３
６
万
円
、
農
業
生
産
施
設
災
害
復
旧
に

対
す
る
県
補
助
金
制
度
創
設
に
伴
う
暴
風
被
害

復
旧
支
援
対
策
事
業
費
８
，
０
２
９
万
６
千
円

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
豪
雪
に

よ
る
市
道
の
補
修
に
係
る
道
路
維
持
管
理
費

４
，
１
５
９
万
３
千
円
、
南
外
支
所
対
象
の

小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
購
入
費
と
し
て
１
，

８
９
０
万
円
、
社
会
教
育
施
設
の
豪
雪
及
び
暴

風
災
害
復
旧
事
業
費
１
，
６
４
１
万
５
千
円
な

ど
が
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。

第
２
回
臨
時
会

４
月
26
日（
木
）１
日
間

　
市
政
懇
談
会
に

　
　
　
３
３
３
人
の
市
民
が
参
加

　

こ
の
度
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、

議
会
改
革
推
進
会
議
初
の
市
政
懇
談
会
が

６
月
25
日
～
29
日
５
日
間
に
渡
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
別
表
の
と
お
り
、
総
勢

３
３
３
人
の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

　

議
員
が
５
班
編
成
に
よ
り
、
地
元
議
員

を
含
め
各
地
域
10
箇
所
を
回
り
、
た
く
さ

ん
の
貴
重
な
ご
意
見
ご
要
望
ご
提
言
を
頂

き
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
地
域
の
身
近
な
問
題
か
ら
、

全
体
的
な
問
題
、
要
望
、
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
し
た
が
、
特
に
医
療
関
係
、
空
き
家
対

策
、
防
災
、
飛
来
災
害
、
少
子
化
対
策
、

ガ
レ
キ
の
安
全
、
東
部
地
区
小
中
学
校
統

合
時
期
等
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
個
別
箇

所
要
望
事
項
も
含
め
後
日
、
回
答
を
報
告

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

ま
た
、
議
員
定
数
、
報
酬
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
意
見
等
で
市
民
よ
り
、
旧
市
町

村
よ
り
人
数
減
と
な
っ
て
い
る
し
、
地
域

の
声
が
届
か
な
く
な
る
事
が
心
配
で
あ
る
。

ま
た
、
報
酬
に
つ
い
て
も
適
正
と
言
う
意

見
の
中
で
、
そ
れ
な
り
の
活
動
を
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
し
、
そ
う
望
み
ま

す
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
報
告
、
懇
談
会
は
非
常
に
良

い
こ
と
で
あ
る
し
、
開
か
れ
た
議
会
と
し

て
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
と
の

声
も
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

詳
細
に
つ
い

て
は
、
後
日
、

だ
い
せ
ん
議
会

だ
よ
り
30
号
で

お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

　
◀
土
川
体
育
館

▶
西
仙
北
西
体
育
館

市
政
懇
談
会
を
開
催

「市政懇談会」への出席者数  
期　日  会場  人　数

南外コミュニティセンター
はぴねす大仙 22人
 内小友公民館 8人
角間川公民館 17人
 神岡福祉センター 26人
中仙農村環境改善センター
 協和支所 31人
太田文化プラザ 23人
 西仙北支所 72人
仙北支所 40人

計　　　 333人

6月25日

6月26日

6月27日

6月28日

6月29日

53人

41人
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質
問

高
度
成
長
期
に
建

造
し
た
公
共
施
設
の
更
新
が
一

時
的
に
集
中
す
る
が
、
そ
の
時

に
財
政
が
耐
え
う
る
の
か
、
検

証
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長

今
後
10
年
間
で
約

１
０
０
施
設
、
30
年
間
で
約

３
０
０
施
設
に
つ
い
て
修
繕

や
改
修
が
必
要
に
な
る
。
こ

の
全
施
設
を
維
持
す
る
の
は
、

財
政
上
困
難
で
あ
る
。
今
後

市
職
員
に
よ
る
「
公
共
運
営

改
善
チ
ー
ム
」
で
施
設
更
新

計
画
を
作
成
し
て
い
く
。

増
え
続
け
る
介
護
施
設
を
こ

の
ま
ま
増
や
し
て
良
い
の
か

質
問

秋
田
県
の
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
施
設
数
が
高
齢
者
一

人
当
た
り
全
国
最
多
に
な
っ

た
。
施
設
の
供
給
過
剰
要
介
護

者
の
サ
ー
ビ
ス
の
低
化
が
予
想

さ
れ
る
が
、
市
が
開
設
を
抑
制

す
る
事
は
あ
り
得
る
の
か
。

質
問

一
般
住
宅
、
医
療

機
関
、
公
共
施
設
等
へ
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

と
普
及
、
支
援
等
を
行
う
の

か
、
そ
の
計
画
と
見
直
し
を

伺
う
。

市
長

東
北
電
力
大
曲
営

業
所
管
内
の
太
陽
光
発
電
設

置
件
数
は
一
般
家
庭
で
４
２

４
件
、
公
共
施
設
等
へ
の
導

入
は
国
の
交
付
金
を
原
資
と

す
る
秋
田
県
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
等
導
入
推
進
臨
時
対

策
基
金
を
活
用
し
県
や
市
の

地
域
防
災
計
画
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
避
難
所
や
防
災

拠
点
施
設
そ
し
て
公
共
施
設

等
に
２
０
１
５
年
度
ま
で
に

４
億
８
，
７
０
０
万
円
の
事

業
費
を
見
込
ん
で
お
り
、
手

始
め
に
刈
和
野
の
温
泉
ユ
メ

リ
ア
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
や
温
泉
排
熱
等
と
地
下
水

を
利
用
し
館
内
の
冷
暖
房
を

行
う
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
設
置

を
２
０
１
３
年
度
に
計
画
し

て
お
り
、
９
月
定
例
会
に
実

市
長

居
宅
サ
ー
ビ
ス
は
、

市
で
支
障
と
な
る
と
認
め
ら

れ
た
時
は
指
定
を
拒
否
出
来

る
事
に
法
の
改
正
が
さ
れ
た
。

包
括
的
な
協
議
を
経
て
指
定

の
是
非
を
判
断
し
て
い
く
。

　

榊
田
清
兵
ェ
衛
翁
の
顕
彰

　

碑
の
補
修
計
画
は  

質
問

旧
大
曲
町
出
身
の

元
衆
議
院
議
員
の
榊
田
清
兵

ェ
衛
翁
は
旧
国
鉄
田
沢
湖
線

の
開
通
、
山
形
県
庄
内
の
赤

施
設
計
費
の
補
正
予
算
案
を

提
出
す
る
予
定
で
あ
る
。　　

質
問

未
利
用
の
土
地
と

建
物
は
今
後
ど
の
よ
う
に
利

活
用
す
る
の
か
。
ま
た
、
有

償
、
無
償
に
貸
付
し
て
い
る

土
地
、
建
物
は
売
却
し
て
い

く
の
か
。

市
長

土
地
建
物
の
売
却

は
基
本
的
に
は
入
札
で
お
こ

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
今
年

４
月
統
廃
合
に
な
っ
た
旧
北

神
小
学
校
は
音
楽
関
係
者
の

練
習
場
に
旧
南
外
西
小
学
校

は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
場
と
し

て
西
仙
北
地
域
の
旧
土
川
小

学
校
は
教
育
委
員
会
の
備
品

保
管
施
設
と
し
て
、
旧
西
仙

北
西
中
学
校
の
一
部
は
新
規

就
農
者
研
修
施
設
と
し
て
、

旧
双
葉
小
学
校
と
旧
大
沢
郷

小
学
校
は
地
域
協
議
会
の
意

見
を
参
考
に
し
、
利
活
用
を

決
定
し
た
い
。

質
問

土
地
改
良
区
の
統

廃
合
は
進
め
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
公
共
施
設
へ
の
木
材

川
の
改
修
工
事
、
日
本
初
の
地
下

鉄
浅
草
か
ら
上
野
の
開
通
に
尽
力

さ
れ
た
郷
土
の
偉
人
で
あ
る
が
、

そ
の
榊
田
清
兵
ェ
衛
翁
の
顕
彰
碑

の
補
修
計
画
の
内
容
は
。

教
育
長

市
で
は
記
念
碑
の
補

修
と
碑
文
解
説
板
の
設
置
を
支

援
す
る
。
教
育
委
員
会
で
は
郷

土
の
偉
人
と
し
て
六
十
一
人
を

取
り
上
げ
郷
土
教
育
の
充
実
に

務
め
て
い
る
。

使
用
に
当
た
っ
て
の
計
画
と
秋

田
市
の
大
型
木
材
工
場
へ
の
大

仙
市
か
ら
の
投
資
と
木
材
の
供

給
は
今
後
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
。

市
長

土
地
改
良
区
の
統
廃

合
は
統
合
整
備
推
進
協
議
会
で

組
織
の
運
営
基
盤
の
強
化
等
や

再
編
整
備
を
協
議
し
将
来
の
統

合
に
向
け
、
土
地
改
良
区
が
主

体
と
な
り
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。

　

公
共
施
設
へ
の
木
材
の
利
用

に
つ
い
て
は
木
材
利
用
促
進
基

本
方
針
を
策
定
し
て
お
り
順
次

木
材
を
使
用
し
て
い
く
。
ま
た
、

秋
田
杉
大
規
模
製
材
工
場
建
設

事
業
に
補
助
金
４
，
６
５
２
万

１
千
円
を
木
材
の
供
給
は
市
内

よ
り
年
間
９
万
石
を
予
定
し
て

い
る
。
な
お
、
秋
田
製
材
協
同

組
合
へ
20
名
が
大
仙
市
内
よ
り

雇
用
さ
れ
て
い
る
。　
　

※
小
松
議
員
は
こ
れ
ら
の
ほ
か
、

「
大
仙
市
の
産
業
の
創
出
と
雇
用

に
つ
い
て
」、「
大
仙
市
の
観
光
に

つ
い
て
」、「
大
仙
市
の
入
札
に
つ

い
て
」
の
質
問
も
行
い
ま
し
た
。

大 地 の 会

石 塚 　 柏 議員

新 政 会

小 松 栄 治  議員

Ｑ　

公
共
施
設
の
更
新
は

　
　
　
　
　
　
　

     

出
来
る
の
か

Ｑ　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の

見
通
し
と
計
画
は

Ａ　

全
施
設
を
更
新
す
る
の
は

　
　
　
　
　

  

財
源
上
困
難
で
あ
る

Ａ　

避
難
所
や
防
災
拠
点
・

公
共
施
設
へ
の
導
入
を
進
め
る

一般質問

一
般
質
問

６
人
の
議
員
が
市
政
全
体
に
わ
た
り
市
当
局
の
見
解

を
た
だ
し
ま
し
た
。
以
下
は
そ
の
要
旨
で
す
。

４

◀
榊
田
清
兵
エ
衛
翁
の
顕
彰
碑



だいせん市議会だより　平 24.8

Ｑ　

26
年
度
開
院
予
定
の
組
合
病
院

　
　

医
療
従
事
者
の
所
要
数
確
保
は

　
　

万
全
か　

質
問

秋
田
県
ド
ク
タ
ー

バ
ン
ク
求
人
登
録
の
現
状
か

ら
組
合
病
院
26
年
開
院
時
の

医
師
・
医
療
従
事
者
確
保
・

診
療
科
の
充
実
等
厳
し
い
の

で
は
。

市
長

24
年
５
月
現
在
医

療
従
事
者
充
足
率
で
医
師
法

に
よ
る
法
定
必
要
数
は
確
保

出
来
て
い
る
。
ま
た
、
関
係

者
の
努
力
に
よ
り
医
師
確
保

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

診
療
科
に
つ
い
て
は
歯
科
口

腔
外
科
、
が
ん
緩
和
病
床
の

設
置
及
び
現
診
療
科
の
充
実

に
配
慮
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

　

市
の
取
組
み
と
し
て
「
産

科
医
等
確
保
支
援
事
業
」
の

実
施
、
年
末
年
始
一
次
救
急

医
療
の
経
費
負
担
・
市
街
地

再
開
発
区
域
に
夜
間
保
育
対

応
児
童
福
祉
施
設
整
備
な
ど

就
業
環
境
の
整
備
と
共
に
医

師
・
看
護
師
等
の
医
療
従
事

者
の
確
保
は
地
域
医
療
の
重

要
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問

市
長
の
出
稼
ぎ
に

対
す
る
考
え
は
。

市
長

出
稼
ぎ
の
数
は
、

以
前
と
は
比
べ
ら
れ
な
い
ほ

ど
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、

か
つ
て
は
秋
田
県
の
農
村
経

済
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
労

働
力
で
あ
り
、
現
在
で
も
必

ず
故
郷
に
帰
っ
て
き
て
家
計

を
支
え
る
大
切
な
方
達
と
い

う
思
い
は
変
わ
ら
な
い
。
従

っ
て
、
出
稼
ぎ
者
の
援
護
対

策
に
つ
い
て
は
、
状
況
の
変

化
に
合
わ
せ
な
が
ら
も
、
県

内
で
現
在
最
も
多
い
地
域
と

し
て
の
工
夫
を
し
な
が
ら
継

続
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。

質
問

当
市
の
出
稼
ぎ
者

の
推
移
と
現
状
、
そ
し
て
今

後
の
対
応
は
。

市
長

合
併
時
の
平
成
17

年
度
は
４
３
０
人
、
平
成
21

年
度
は
２
６
６
人
、
平
成
23

年
度
は
２
０
３
人
と
な
っ
て

お
り
、
合
併
時
と
比
較
す
る

と
半
分
以
下
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｊ
Ｒ
Ｄ
Ｃ
・
東
北
観
光
博
、

　

国
民
文
化
祭
へ
の
参
加
と

　

活
用
に
つ
い
て

質
問

観
光
立
国
基
本
法

で
は
、
観
光
は
地
域
経
済
の

活
性
化
、
雇
用
機
会
の
増
大
、

国
民
経
済
、
生
活
安
定
向
上

等
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
貢
献
す

る
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

23
年
Ｊ
Ｒ
Ｄ
Ｃ
（
デ
ス
テ
ネ

ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）、

24
年
東
北
観
光
博
、
26
年
国

民
文
化
祭
と
応
援
の
企
画
が

始
動
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う

な
思
い
で
参
加
す
る
の
か
伺

う
。市

長

何
れ
の
イ
ベ
ン
ト

も
地
域
が
一
体
と
な
り
取
り

込
む
こ
と
で
震
災
復
興
や
地

域
経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す

る
も
の
と
考
え
る
の
で
誘
客

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問

東
北
観
光
博
ゾ
ー

ン
運
営
会
議
等
に
参
加
し
て

い
る
と
思
う
が
、
大
仙
市
観

光
振
興
計
画
を
含
め
ど
ん
な

要
望
、
要
求
を
出
し
た
の
か
、

出
稼
ぎ
者
は
減
少
し
て
い
る

が
就
労
前
の
健
康
診
断
の
実

施
や
障
害
保
険
の
加
入
支
援

と
就
労
先
へ
の
広
報
、
地
元

紙
の
送
付
な
ど
援
護
事
業
を

継
続
し
て
い
る
。

　

出
稼
ぎ
者
の

   　

安
全
安
心
就
労
は

質
問

過
去
５
年
間
で
、

就
労
中
に
疾
病
や
ケ
ガ
等
が

無
か
っ
た
か
。
ま
た
、
賃
金

不
払
い
な
ど
に
巻
き
込
ま
れ

た
問
題
や
相
談
を
受
け
る
こ

と
な
ど
は
無
か
っ
た
の
か
。

市
長

平
成
19
年
度
に
就

労
中
に
病
気
に
な
り
、
地
元

で
の
治
療
費
に
適
用
さ
れ
た

ケ
ー
ス
は
一
件
あ
り
、
賃
金

不
払
い
に
つ
い
て
の
問
題
事

例
は
無
い
が
今
後
と
も
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
及
び
労
働
基
準
監

督
署
と
連
携
し
問
題
が
発
生

し
な
い
よ
う
努
め
て
い
く
。

質
問

市
と
し
て
は
、
ど

の
様
に
し
て
出
稼
ぎ
者
の
安

全
安
心
の
実
態
を
把
握
し
て

ゾ
ー
ン
か
ら
抜
け
た
の
か
伺
う
。

市
長

ゾ
ー
ン
か
ら
大
仙
市

だ
け
抜
け
名
前
が
な
い
の
は
最

大
の
問
題
だ
と
思
っ
て
い
た
が

観
光
博
ス
タ
ー
ト
前
に
一
言
も

相
談
な
か
っ
た
の
で
、
我
々
の

話
を
企
画
に
生
か
す
と
か
聞
く

場
は
な
か
っ
た
。
運
営
協
議
会

の
活
動
に
つ
い
て
は
報
告
を
も

ら
っ
て
い
な
い
が
Ｊ
Ｒ
Ｄ
Ｃ
と

国
民
文
化
祭
を
絡
め
て
い
く
こ

と
は
十
分
わ
か
る
の
で
大
仙
市

の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
し
っ
か
り
企
画

し
て
い
き
た
い
。
国
文
祭
に
つ

い
て
は
旧
池
田
氏
庭
園
活
用
の

ミ
ニ
園
遊
会
、
全
国
規
模
囲
碁

サ
ミ
ッ
ト
、
秋
田
美
人
と
木
村

伊
兵
衛
テ
ー
マ
の
全
国
写
真
工

房
展
、
民
謡
の
祭
典
、
花
火
文

化
イ
ベ
ン
ト
等
企
画
に
つ
い
て

県
に
提
案
し
協
議
し
て
い
る
。

※
大
野
議
員
は
こ
れ
ら
の
ほ
か
、

「
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に

つ
い
て
」
の
質
問
も
行
い
ま
し

た
。

い
る
か
。
ま
た
、
市
の
職
員
も

事
業
所
訪
問
を
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
。

市
長

平
成
22
年
度
か
ら

「
出
稼
ぎ
者
援
護
事
業
総
括
会

議
」
を
開
催
し
当
時
就
労
中
の

検
診
を
行
っ
て
い
た
有
明
佳
臣

医
師
、
大
曲
仙
北
医
師
会
、
県

出
稼
ぎ
連
合
会
、
秋
田
県
出
稼

ぎ
経
験
者
の
方
々
か
ら
参
集
い

た
だ
き
、
現
在
の
出
稼
ぎ
状
況

や
出
稼
ぎ
に
関
す
る
課
題
等
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
県
の
東
京
事
務

所
に
出
稼
ぎ
相
談
員
が
配
置
さ

れ
て
お
り
出
稼
ぎ
先
の
事
業
所

訪
問
に
努
め
て
い
る
。
今
後
と

も
県
と
連
携
し
安
全
安
心
就
労

に
努
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

大地の会

大 野 忠 夫  議員

市民クラブ

佐 藤 隆 盛  議員

Ｑ　

出
稼
ぎ
者
の

　
　
　

安
全
安
心
就
労
の
対
策
は

Ａ　

現
在
充
足
率
は
百
％
超
で
あ
り

　
　

関
係
者
の
努
力
で
確
保
で
き
る

Ａ　

県
と
連
携
し
安
全
安
心

　
　
　

就
労
に
取
り
組
ん
で
行
く

　

一般質問

一
般
質
問

６
人
の
議
員
が
市
政
全
体
に
わ
た
り
市
当
局
の
見
解

を
た
だ
し
ま
し
た
。
以
下
は
そ
の
要
旨
で
す
。

５
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し
て
も
、
一
般
会
計
予
算
の
１

％
に
満
た
な
い
額
で
あ
り
検
討

願
う
も
の
で
あ
る
。

教
育
長

学
校
給
食
法
を
踏
ま

え
、
食
材
費
は
実
際
に
食
べ
る

子
ど
も
の
ご
家
族
に
負
担
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

今
後
も
給
食
事
業
を
円
滑
に

推
進
で
き
る
よ
う
、
経
済
的
に

苦
労
し
て
い
る
保
護
者
に
対
し

て
は
補
助
金（
生
活
保
護
法
に

よ
る
国
の
補
助
制
度
、
幼
稚
園

保
護
者
に
対
す
る
県
の
す
こ
や

か
子
育
て
支
援
事
業
に
よ
る
補

助
、
市
の
準
要
保
護
者
へ
の
補

助
）
申
請
な
ど
の
紹
介
や
分
納

な
ど
納
め
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
る
。
ま
た
、
健

全
な
子
育
て
の
た
め
に
は
家
庭
、

学
校
、
行
政
が
お
互
い
に
責
任

を
も
っ
た
役
割
分
担
が
必
要
と

考
え
、
給
食
食
材
費
に
つ
い
て

は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
と
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

※
佐
藤
議
員
は
こ
れ
ら
の
ほ

か
、「
国
保
の
広
域
化
に
つ
い

て
」
の
質
問
も
行
い
ま
し
た
。

Ｑ　

防
災
・
減
災
ニ
ュ
ー
デ
ー
ル

６

質
問

災
害
時
の
生
命
を

守
る
道
路
や
橋
等
の
倒
壊
を

防
ぎ
、
か
つ
経
済
の
活
性
化

を
図
る
た
め
に
、
耐
用
年
数

を
超
え
る
も
の
の
修
繕
や
更

新
の
前
倒
実
施
は
で
き
な
い

か
。市

長

道
路
や
上
下
水
道

等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る

イ
ン
フ
ラ
施
設
の
修
繕
等
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
各
年

度
必
要
と
さ
れ
る
箇
所
の
整

備
は
随
時
進
め
て
き
て
い
る
。

市
民
の
皆
様
が
快
適
で
安
全

に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
住

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

一
定
規
模
の
財
政
出
動
を
要

す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
実

施
計
画
の
登
載
の
上
、
毎
年

度
見
直
し
を
図
り
な
が
ら
計

画
的
に
整
備
を
進
め
て
い
る

が
、
気
象
条
件
や
経
年
劣
化

な
ど
様
々
な
公
共
施
設
耐
震

補
強
工
事
な
ど
に
つ
い
て
は

計
画
年
度
前
倒
し
実
施
を
し

て
い
る
。
橋
梁
は
、
平
成
23

年
度
よ
り
国
の
交
付
金
を
活

質
問

安
全
な
居
住
生
活

に
つ
い
て
、
倒
壊
な
ど
の
危

険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
高
齢

者
世
帯
や
低
所
得
世
帯
の
家

屋
対
策
は
補
助
制
度
と
し
て

の
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
工

事
と
は
別
の
手
立
て
を
講
ず

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　

現
に
居
住
し
て
い
る
高
齢

者
世
帯
、
低
所
得
世
帯
の
耐

震
診
断
、
危
険
度
調
査
を
無

料
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
。

　

ま
た
、
危
険
家
屋
へ
の
対

応
と
し
て
、
居
住
継
続
者
に

対
す
る
改
修
補
助
の
抜
本
的

改
善
と
転
居
希
望
者
へ
の
家

賃
補
助
を
実
施
す
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。

建
設
部
長

大
仙
市
木
造
住
宅

耐
震
改
修
補
助
金
交
付
要
綱

で
は
、
耐
震
診
断
補
助
は
、

診
断
費
の
３
分
の
２
で
上
限

３
万
円
、
耐
震
改
修
は
改
修

費
の
23
％
で
上
限
50
万
円
と

定
め
て
お
り
、
高
齢
世
帯
、

低
所
得
世
帯
に
対
し
て
特 

用
し
、
老
朽
化
す
る
橋
梁
の

増
大
に
対
応
す
る
た
め
、
従

来
の
「
事
後
的
」
修
繕
及
び

架
け
替
え
か
ら
「
予
防
的
」

な
政
策
転
換
を
図
る
。
平
成

25
年
「
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕

計
画
」
を
策
定
し
、
計
画
的

な
点
検
や
補
修
を
進
め
る
。

計
画
の
前
倒
し
は
、
財
政
を

勘
案
し
綿
密
な
計
画
を
策
定

し
た
上
で
、
実
施
す
べ
き
と

考
え
る
。　

質
問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ

Ｍ
開
局
と
防
災
ラ
ジ
オ
の
導

入
に
つ
い
て
。

市
長

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ

Ｍ
は
地
方
自
治
体
に
免
許
は

認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
市
と

し
て
民
間
の
方
々
と
職
員
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設

置
し
、
秋
頃
ま
で
報
告
を
ま

と
め
、
市
と
し
て
防
災
ラ
ジ

オ
の
導
入
と
併
せ
て
検
討
す

る
。
災
害
時
に
は
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
情
報
発
信
が
可
能
で

あ
り
市
民
の
安
全
安
心
を
守

る
立
場
と
し
て
も
有
効
で
あ

別
な
制
度
を
設
け
る
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
る
。
耐
震
化

の
啓
発
を
行
っ
て
も
十
分
な

耐
震
化
率
の
向
上
が
望
め
な

い
場
合
は
、
国
、
県
の
補
助
動

向
を
見
据
え
補
助
率
ア
ッ
プ
な

ど
の
対
策
も
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

耐
震
診
断
で
倒
壊
の
危
険

が
あ
る
と
判
定
さ
れ
、
転
居

を
希
望
さ
れ
る
世
帯
に
は
市

営
住
宅
へ
の
入
居
が
考
え
ら

れ
る
。
市
営
住
宅
で
の
対
応

が
困
難
な
場
合
は
民
間
の
賃

貸
住
宅
を
利
用
し
、
家
賃
補

助
を
行
う
よ
う
な
制
度
設
計

を
現
在
検
討
し
て
い
る
。

質
問

学
校
給
食
の
無
料

化
に
つ
い
て
、
秋
田
県
八
郎

潟
町
で
は
今
年
４
月
か
ら
、

兵
庫
県
相
生
市
で
は
昨
年
４

月
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
当

市
で
も
子
育
て
支
援
拡
充
と

食
育
の
観
点
か
ら
無
料
化
し

て
は
ど
う
か
。
当
市
の
学
校

給
食
納
付
金
分
３
億
４
千
万

円
を
市
が
全
額
負
担
す
る
と

る
と
感
じ
て
い
る
。

質
問

不
登
校
引
き
こ
も
り

の
サ
ポ
ー
ト
行
政
の
縦
割
り
業

務
、
幼
保
、
小
中
で
の
組
織
の

中
で
の
育
ち
は
、
心
の
部
分
が

見
え
ず
、
す
き
間
か
ら
も
れ
で

て
し
ま
う
子
が
い
る
。
一
人
一

人
の
個
性
を
認
め
て
ほ
し
い
。

副
市
長

３
歳
児
健
診
か
ら
、

早
期
発
見
・
早
期
支
援
の
強
化

の
た
め
、
臨
床
心
理
士
を
新
た

に
配
置
し
、
健
診
後
、
個
々
に

応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

図
る
。
関
係
機
関
と
も
情
報
を

共
有
し
、
組
織
的
に
対
応
し
て

い
く
。

※
杉
沢
議
員
は
こ
れ
ら
の
ほ
か
、

「
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
」
の
質
問
も
行
い
ま
し
た
。

公 明 党

杉沢千恵子 議員

日本共産党

佐 藤 文 子  議員

Ｑ　

高
齢
・
低
所
得
世
帯
の

　
　
　
　
　
　

危
険
家
屋
対
応
は

Ａ　

25
年
「
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計

　
　

画
」
を
策
定
し
計
画
的
に
進
め

　
　

る　
　
　

Ａ　

市
営
住
宅
へ
の
入
居
と

　

 　
　

  

民
間
家
賃
補
助
を
検
討

一般質問
児童下校時の見守隊



だいせん市議会だより　平 24.8７

　当委員会に審査付託となりました案件は、条例案３件、単行案１件、一般会計補正予算案１件、特別会計補
正予算案１件で、条例案、単行案は「大仙市税条例の一部を改正する条例の制定について」震災復興財源のた
め均等割を県税と合わせて毎年千円を 10 年間課税するもの、市民経済の更なる悪化をもたらすとの反対討論が
ありましたが、賛成多数で原案のとおり可決すべきものと決しました。
　また、外国人登録が住民登録に移行することによる「大仙市印鑑条例及び大仙市手数料条例の一部を改正す
る条例の制定について」「秋田県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について」は原案のとおり可決及び同
意すべきものと決しました。大仙市在住の外国人は５月時点で 223 人とのこと。また、法令上３ヶ月以上滞在
した外国人は、国民健康保険に加入することになっており、同時に年期にも入ることになっているとの説明が
ありました。「大仙市上淀川エコ対策コミュニティセンター条例の一部を改正する条例の制定について」は、使
用料から利用料金制に移るもの、同様の施設は他にもあるので、それらを一括して改正してはどうかの意見を
付して採決しました。
　また、「一般会計補正予算」並びに「国民健康保険事業特別会計補正予算」については、もう少し事業を迅速
に粛々と進めるようにとの意見を付して原案のとおり可決及び同意すべきものと決しました。なお、国民健康
保険の税率は昨年と同様であります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（委員長　渡邊秀俊　記）

　当委員会に審査付託となりました案件は、単行案１件、平成 24 年度一般会計補正予算案１件で、いずれも
原案どおり可決すべきものと決しました。
　単行案は、「大仙市過疎地域自立促進計画の変更について」であり、質疑において、「ソフト事業も過疎債を
使えるという制度ができたことにより、単に財政手当てのための計画ではなく、事業の優先度を明確にし、過
疎地域を自立させるための、方向性をもった計画の作成が必要ではないか。」との質問があり、「過疎計画の中
で地域の活性化についてみていくことは当然のことで、今後も許容の範囲内で、過疎債を有効活用していきた
い。」との答弁がありました。
　また、一般会計補正予算では、「ふるさと応援活用基金事業」の今後の活用計画についての質問や、「青年就農給付金事業費」・

「観光推進事業費」の大曲駅発車ベルのメロディを”秋田おばこ節”に変更する件などにも質疑、答弁がありました。
　また、請願第 15 号「ＴＰＰ交渉参加に向けた協議の中止を求めることについて」は、その願意は妥当であるが、すでに平
成 22 年第３回臨時会において、同一趣旨の内容で意見書第 11 号を秋田県内各市町村に先駆けて提出していることから、出
席委員の一致により、趣旨採択すべきものと決しました。 　　　　　　　　　　　　　　　　　 （委員長　茂木　隆　記）

　当委員会に審査付託となりました案件は、単行案３件、一般会計補正予算案１件、特別会計補正予算案１件で、単行案は「世
代交流福祉施設条例の一部を改正する条例の制定について」「西仙北高齢者ふれあいセンター条例の一部を改正する条例の制
定について」「西仙北スポーツセンター条例の一部を改正する条例の制定について」でありました。「西仙北高齢者ふれあいセ
ンター条例の一部を改正する条例の制定について」は、使用料金について質疑があり、減免規定も含めてこれまで通りの運用
をしていくことの説明がありました。
　また、「一般会計補正予算」並びに「学校給食事業特別会計補正予算」については、食品放射性物質検査機器の購入につい
て質疑があり、これまでも行っている検査に加え更に安全・安心を高めるために購入し、学校給食だけでなく保育園の給食や
一般家庭の自家消費の部分についても申請があれば検査を行っていきたいなどの説明がありました。
　その他、南外地域の３児童館についてトイレや屋根の補修を加えた後に譲渡することの説明や刈和野保育園の屋根の改修工
事の説明などがありました。
  すべての説明に対して質疑・討論の結果、出席委員の一致をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（委員長　大山利吉　記）

　当委員会に審査付託となりました案件は、条例案１件、単行案１件、平成 24 年度一般会計補正予算案１件で、いずれも原
案どおり可決または同意すべきものと決しました。
　条例案の「大仙市簡易水道事業の設置に関する条例の一部を改正する条例の制定について」は、西仙北九升田地区の二つの
組合営水道を廃止し、強首地区簡易水道に組み入れ、水不足や施設の老朽化を解
消するための強首地区簡易水道区域拡張事業を実施するものです。
　単行案は、仙北地域に配備するロータリー除雪車の取得について、2,085 万 3
千円でＴＣＭ株式会社角館営業所より購入するものです。
　平成 24 年度一般会計補正予算（第２号）は大曲、西仙北、中仙、南外地域で
凍上災害箇所の災害査定を受けるための測量設計委託料 1,195 千円、南外地域の
不動の滝公園遊歩道の災害復旧事業費として 1,045 千円、大曲二ツ屋簡易水道組
合の新規水源ボーリングと水中ポンプ設置に要する経費の３分の１相当の補助金
700 千円の増額補正でありました。　　　　　　　　  （委員長　竹原弘治　記）

◆
委
員
会
審
査
の
あ
ら
ま
し
◆

◆
委
員
会
審
査
の
あ
ら
ま
し
◆

◆
委
員
会
審
査
の
あ
ら
ま
し
◆

総務民生常任委員会

企画産業常任委員会

教育福祉常任委員会

建設水道常任委員会

南外地域「不動の滝」
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　議会議員政治倫理条例の規定に基づき、議員に関係する私企業と１件あたり 10 万円を超える請負契約について、
平成 24 年３月５日付けで４人の議員から２議員が政治倫理条例に違反しているとし審査請求書が提出されました。
　議長から付託された議会議員政治倫理審査会では平成 24 年３月 15 日から６月 12 日までの期間で対象となる２議
員の内容確認や当局担当者から契約に至るまでの経緯及び請負人との契約実績の調査、関係議員の弁明など計６回
審査会を開催しました。これらの審査を通し、審査請求の適否及び政治倫理基準の違反行為の存否について慎重に
審査を行い、関係各議員の条例上の疑義及び政治倫理的認識、努力義務の履行などの判断基準に立ち、政治倫理条
例の抵触等、勧告の有無において次のとおりの審査結果となりました。（平成 24 年６月 13 日、審査結果報告書を議
長に提出）
【審査結果の内容】
○石塚柏議員～関係私企業の自主的な申告をするとともに、昨年６月に全会一致で同条例を議決し、１０月１日に
施行されるまでには十分な時間があったにもかかわらず政治倫理上の認識は無く、市との請負契約を辞退する努力
が見られない等の理由から政治倫理条例第５条第１項に抵触している、との意見が多数を占め、必要と認める措置
については「注意」勧告としました。
　一方、議員は特別に地位や権力を使って動いた訳でも無く、企業のために有利な計らいをした訳でも無い。契約
自体が長年、随意契約で続けられてきたことから同条例第５条第１項のただし書きの規定により「抵触しない」と
の意見もありました。
　また、必要と認める措置については、条例が施行されるまでには十分な時間があったにもかかわらず、努力義務
が認められず、同様のケースが発生する可能性もあることなどから「議員辞職勧告」や「一定期間の出席自粛勧告」
の意見もありました。
　審査結果について、平成 24 年６月 27 日付けで石塚柏議員から弁明書が議長に提出されました。

【審査結果の内容】
○高橋幸晴議員～同条例が議決し、10 月１日に施行されるまでには十分な時間があったにもかかわらず政治倫理上
の認識はなく、市との請負契約を辞退する努力が見られない等の理由から政治倫理条例第５条第１項に抵触してい
る、というのが委員全員の意見でした。
　また、必要と認める措置については、２月 16 日に仙北東森林組合の副組合長理事職を辞職していることなどから
政治倫理上の認識が認められるとして全会一致で「注意」勧告としました。
　審査結果について、平成 24 年６月 25 日付けで髙橋幸晴議員から弁明書が議長に提出されました。

政治倫理審査会
委員長　　佐藤　清吉　　副委員長　　杉沢千恵子　　委員　　　佐藤　隆盛　　委員　　　　小山　緑郎
委員　　　冨岡　喜芳　　委員　　　　渡邊　秀俊　　委員　　　髙橋　敏英　　委員　　　　佐藤　芳雄

注＝弁明書は原文を掲載　

【弁明の内容】
　先日、この様な会話が路上でありました。
　「柏あんた何したの。」「ン、新聞に出たことか。」「そうだ。」「大仙市の政治倫理条例のことだよ。」「何がだめなの。」「兄の
会社が大仙市役所の仕事を取ったということが条例に反しているということだよ。」「それが何でうまくないの。」「条例の第５
条に議員の兄が仕事を取る事を辞退しなさいと決めているのさ。」「知らなかったな。」「今回、兄が取った仕事はちょっと専門
的な仕事で、道路台帳整備と言うのさ。」「それで。」「兄の会社でなく、他の会社にさせると 700 万円もかかり増しするので、
市役所が兄の会社に随意契約で仕事を発注したのさ。」「それじゃ問題はないじゃないか。」「そうさ、市長は政治倫理条例の第
５条の但し書きに“市の行政執行に著しい支障がある場合を除く”とあるので、それに該当すると３月の定例議会で答弁して
いるし、同じ３月の建設水道委員会では、担当責任者が、この仕事を他の会社にやらせるとデータの移行で約６ヶ月間分の仕
事が増え、約 700 万円かかり増しすると具体的に答弁しているんだよ。議事録あるから誰でも確認できるよ。」「お前、納得
しているのか。」「してないよ。俺もこの会社を辞めてから１３年になるからな。それに、これがきっかけで兄は会社の役員を
辞めたし、会社の株も手放したから、兄の方がよほど納得してないよ。」「そりゃ大変だったな。兎も角がんばれよ。」「ありが
とう。」と言って別れたのでした。
　市長は、契約をした時点で、議長に報告しなければなりません。その報告書から一貫して第５条の但し書きの「市の行政執
行に著しい支障がある場合を除く、の但し書きに該当する。」と書面で報告しております。本議会でも委員会でも具体的に述
べている訳です。
　条例の第５条に照らしあわせて、政治倫理審査会が、市のこの意思決定について評価や結論も出さずに、最終結論を出して
しまったのは、私にとっては不可解で、耐え難い決定です。
　現在の大仙市議会は開かれた議会を目指しております。
　会議も議事録も全て公開になっております。市民の皆さんも機会がありましたら是非、傍聴や議事録のご確認を頂ければ幸
いと思っております。

【弁明の内容】
　管内の林業の振興に努めて参りましたが、このたび議員政治倫理条例に抵触することになり誠に申し訳なく思っております。
　今回の件につきましては平成 19 年に大仙市と仙北東森林組合とで５年間の契約を結んでおりますが、条例制定以前のこと
でしたので全く気付きませんでした。
　制定後は松くい虫防除などの入札については組合へも事情を話しておったところでした。

政治倫理審査会の審査報告の概要を公表します政治倫理審査会の審査報告の概要を公表します
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　大仙市議会議員政治倫理条例の規定に基づき、市長から関係私企業と10万円を超える
請負契約等について、報告がありましたので、同条施行規則第18条第2項の規定により
下記のとおり公表します。

議
会
の
う
ご
き

【
４
月
】

２
日　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
、
会
派
代
表
者
会
議

　
　
　

議
員
全
員
協
議
会
、
議
員
連
盟
総
会

４
日　

議
会
報
編
集
委
員
会

17
日　

政
治
倫
理
審
査
会

18
日　

議
会
改
革
推
進
会
議

19
日　

公
共
施
設
運
営
改
善
等
調
査
特
別
委
員
会

23
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
建
設
水
道
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

24
日　

企
画
産
業
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

26
日　

第
２
回
臨
時
会

【
５
月
】

７
日　

埼
玉
県
川
口
市
議
会
会
派
川
口
み
ら
い
行
政
視
察
来
庁

10
日　

総
務
民
生
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

11
日　

政
治
倫
理
審
査
会

14
日　

富
山
県
氷
見
市
議
会
厚
生
文
教
委
員
会
行
政
視
察
来
庁

16
日　

群
馬
県
館
林
市
議
会
市
民
福
祉
委
員
会
行
政
視
察
来
庁

17
日　

岐
阜
県
美
濃
加
茂
市
議
会
企
画
建
設
委
員
会
行
政
視
察
来
庁

23
日　

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
議
会
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
行
政
視
察
来
庁

　
　
　

富
山
県
南
砺
市
議
会
民
生
病
院
常
任
委
員
会
行
政
視
察
来
庁

28
日　

議
会
運
営
委
員
会

30
日　

公
共
施
設
運
営
改
善
等
調
査
特
別
委
員
会

31
日　

大
仙
美
郷
環
境
事
業
組
合
議
会
臨
時
会

【
６
月
】

４
日　

第
２
回
定
例
会
（
第
１
日
）、
会
派
代
表
者
会
議

　
　
　

議
員
全
員
協
議
会
、
議
会
改
革
推
進
会
議

12
日　

第
２
回
定
例
会
（
第
２
日
）、
政
治
倫
理
審
査
会

13
日　

第
２
回
定
例
会
（
第
３
日
）

14
日　

各
常
任
委
員
会
審
査

15
日　

各
常
任
委
員
会
審
査

18
日　

議
会
運
営
委
員
会

20
日　

第
２
回
定
例
会
（
第
４
日
）、
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　

東
北
電
力
節
電
説
明
会
、
議
会
報
編
集
委
員
会

25
日　

市
政
懇
談
会
（
南
外
地
区
・
大
曲
地
区
）

26
日　

市
政
懇
談
会
（
大
曲
西
地
区
・
大
曲
南
地
区
）

27
日　

市
政
懇
談
会
（
神
岡
地
区
・
中
仙
地
区
）

　
　
　

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
臨
時
会

28
日　

市
政
懇
談
会
（
協
和
地
区
・
太
田
地
区
）

29
日　

市
政
懇
談
会
（
西
仙
北
地
区
・
仙
北
地
区
）

９

議長交際費（4 月 1 日～ 6 月 30 日）

摘　要　　　　　件数　　　　　金　　　額
弔　意　　　　　０件　　　　　　　　  ０円　　　　
慶　祝　　　　１７件　　　１２４，０００円
協　賛　　　　　２件　　　　１３，０００円
　計　　　　　１９件　　　１３７，０００円

関係私企業の請負契約等の状況報告

関係する議員 高橋幸晴
対象議員と請負人の関係 本　　人

請負人の氏名 仙北東森林組合代表理事組合長　門脇兵一
事業名又は商品名 市有林保育事業間伐（切捨て）事業　　
請負契約等の内容 市有林保育事業間伐（切捨て）業務委託
請負契約等の金額 ３１５，０００円

請負契約等の期間 平成２３年１２月２日～　　　　　　　　　
　　　　　　平成２４年２月２９日

用
語
の
解
説

※

１
【
討
論
】
採
決
前
に
議
題
と
な
っ
て
い
る
案
件
に

対
し
て
議
員
が
反
対
若
し
く
は
賛
成
の
意
見
を

表
明
す
る
こ
と
で
、
意
見
の
異
な
る
議
員
を
自

分
の
意
見
に
同
調
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
味
も
含

ん
で
い
ま
す
。

※

２
【
専
決
処
分
】
議
会
の
議
決
を
要
す
る
案
件
等
に

つ
い
て
、
議
会
を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な

い
場
合
な
ど
に
市
長
が
議
会
に
代
わ
っ
て
処
理

す
る
こ
と
で
、
市
長
は
専
決
処
分
後
、
議
会
に

報
告
し
承
認
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

平成 23 年度政務調査費会派 収支状況

大地の会
（12 人）

だいせんの会
（6 人）

新政会
（6 人）

市民クラブ
（2 人）

公明会
（1 人）

日本共産党
（1 人）

まっすぐ大仙
（1 人）

会派ヘの交付額 1,410,000 720,000 720,000 240,000 120,000 120,000 120,000

研究研修額 49,620 0 1,000 0 5,420 0 5,420

調査旅費 1,086,482 480,000 713,000 120,000 27,045 0 106,660

資料購入額 24,750 22,550 0 0 8,750 8,915 7,920

その他経費 9,000 0 6,000 0 0 0 0

支出合計 1,169,852 502,550 720,000 120,000 41,215 8,915 120,000

差引額（返還額） 240,148 217,450 0 120,000 78,785 111,085 0

政務調査費は、議員の調査研究活動に必要な経費として、会派ごとに交付されているものです。
収支の内容は、毎年度議長に報告され、残額がある場合は、市に返還することになっております。

【請　願】

◆ＴＰＰ交渉参加に向けた協議の中止を求めることについて
　請願団体＝農民運動秋田県連合会
　紹介議員＝佐藤文子　　　　　　　　　　　【趣旨採択】

会派名

項目

※ 交付額は１人当たり月 10,000 円
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だ
い
せ
ん
市
議
会
だ
よ
り
　
 第
２
９
号
　
      　

 ■
発
行
/
大
仙
市
議
会
　
〒
014-8601

　
秋
田
県
大
仙
市
大
曲
花
園
町
１
番
 １
号
　
　
T
E
L
0187-63-1111

（
代
）　
編
集
/
大
仙
市
議
会
報
編
集
委
員
会
　
　
　

印
刷
／
（
資
）
精
巧
堂
印
刷
所
　

大
仙
市
定
例
議
会
を
傍
聴
し
て

　

６
月
13
日
、
女
性
議
員
２
氏
の
一
般
質
問
で
、

未
来
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
達
へ
の
関
心
課
題
は
、

女
性
議
員
の
一
生
懸
命
さ
が
伝
わ
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
私
達
大
人
が
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し

て
成
長
を
見
守
っ
て
い
こ
う
と
決
意
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

他
に
２
・
３
人
の
学
生
が
静
か
に
傍
聴
し
て

い
る
の
に
は
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
機
会
を
つ
く
り
傍
聴
に
行
き

た
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
曲　

70
代　

女
性

　

議
会
を
初
め
て
見
て
、
こ
ん
な
話
し
て
い
る

の
か
と
、
ま
じ
め
に
聞
き
ま
し
た
。
一
番
気
に

な
っ
た
話
は
、
福
祉
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
で
す
。

　

色
々
と
考
え
提
案
し
て
し
て
い
る
ん
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。

　

初
め
て
来
て
、
こ
ん
な
話
を
聞
け
て
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
見
学
に
行
く
機
会
を
作
っ
て
、
是
非

行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。          　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

協
和　

高
校
生　

男
子

　

訪
れ
る
方
が
少
な
い
の
は
、
非
常
に
残
念
な

こ
と
で
す
。
議
会
や
市
政
に
関
心
が
薄
れ
て
い
る

の
は
、
市
へ
の
関
心
が
薄
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
教
育
に
関
す
る
項
目
に
は
生
徒
が
見

学
で
き
る
よ
う
に
、
そ
の
他
項
目
に
は
関
係
す
る

団
体
か
ら
出
席
見
学
し
て
も
ら
え
る
と
、
関
心

が
高
ま
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。                

　
　
　
　
　
　
　
　

   

大
曲　

30
代　

女
性

市
民
の
声

 

議
会
改
革
推
進
会
議
に
よ
る
初

の
市
政
懇
談
会
が
、
議
員
５
班
編

成
に
よ
り
６
月
25
日
～
６
月
29

日
の
５
日
間
、
10
会
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
間
市
民
の
皆
様

方
か
ら
は
、
お
忙
し
の
中
に
も
か

か
わ
ら
ず
多
数
ご
参
加
頂
き
、
貴

重
な
ご
意
見
ご
要
望
を
賜
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
方
か
ら
頂
い
た
ご
意
見

ご
要
望
等
は
、
報
告
書
に
取
り
ま

と
め
、
議
員
全
員
協
議
会
で
報
告

さ
れ
、
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
さ
れ
ま
す
し
、
ま
た
、
重

要
事
項
に
つ
い
て
は
議
長
を
通

じ
て
市
長
部
局
へ
報
告
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
後
、
皆

様
方
へ
回
答
致
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意

見
ご
要
望
を
市
政
へ
反
映
さ
せ

る
た
め
、
努
力
し
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
定
期
開

催
に
限
ら
ず
ご
要
望
が
あ
れ
ば
、

小
集
落
単
位
で
も
出
向
い
て
開

催
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
連
絡

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

編
集
副
委
員
長

　
　
　
　
　
　

小
山
緑
郎　

記
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編
集

後
記

鎌田正議長に永年勤続表彰
　５月 23 日に東京都日比谷公会堂で開催された「第
88 回全国市議会議長会定期総会」において、鎌田正
議長が在職 15 年
以 上 に よ り、 永
年勤続者表彰を
受 け ら れ、 第 ２
回定例会１日目
の本会議開会前
に藤田君雄副議
長より表彰状が
伝達されました。
受賞おめでとう
ございます。

9月定例会日程のお知らせ
8 月 30 日（木）本会議第１日（市政報告・議案上程等）
9 月 10 日（月）本会議第２日（一般質問）
　　　　　　　　　　　　　　　　対面式一問一答方式
　    11 日（火）本会議第３日（一般質問・議案質疑・
　　　　　　　  決算特別委員会設置・委員会付託）
　    12 日（水）・13 日（木）　常任委員会審査
　    20 日（木）  本会議第４日
　　　　　　　　（委員長報告・質疑・討論・表決）
 ※ 現時点での予定であり、変更される場合があります。

大仙市のパワースポット（仙北・太田地域）

①
仙
北
地
域
「
真
山
の
大
杉
（
姥
杉
）」

　
菅
江
真
澄
の
文
に
「
真
山
の
石
神
の
三
本
の
大
杉
は
い

　
ず
れ
も
と
し
ふ
る
大
ど
や
」
と
あ
る
。

②
仙
北
地
域
「
北
畑
の
杉
」

　
延
宝
５
年
　
板
見
内
神
社
の
象
徴
と
し
て
風
雪
に
耐
え
生
き 

　
続
け
る
神
杉
で
北
畑
の
杉
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
。

③
太
田
地
域
「
宮
内
の
イ
チ
ョ
ウ
」

　
三
本
扇
地
区
の
宮
内
神
社
の
境
内
に
二
本
の
大
イ
チ
ョ
ウ

　
が
あ
る
、
寛
政
７
年
に
宮
内
村
の
肝
煎
で
あ
る
惣
兵
衛
と
い

　
う
人
が
寄
進
し
て
植
え
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

次
回
は
西
仙
北
・
協
和
地
域

何百年も生き続け私達人間を見守って来た
巨木からは私達に生きる力を与えてくれます。


